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1. 授業の概要（ねらい）
　本授業のテーマは「社会構成主義から現代を読み解く」である。
　近年，我々の世界には社会的課題が山積している。特に日本は，SDGs，民主主義の危機，知識のあり方に対する疑問提
起，アジア諸国をはじめとする国際社会との協調など，多くの問題に対して積極的な取り組みが為されているとは言い難い
のが現状である。いずれの問題に対しても，有意義な活動は草の根的に広がっているものの，政策としては大きな前進は
見られないどころか，後退している問題も数多くある。
前期の授業「人間学基礎セミナーⅠ」では，こうした喫緊の社会的諸問題にアプローチする理論的道具として，「社会構成
主義」を取り上げた。この理論的道具を用いて，後期ではいよいよ，社会の諸問題について論ずることに取り組む。とくに，
「アジア近現代史」「SDGs」「知識と学問」「民主主義」の4つの問題について，課題図書を読み解き，社会構成主義の観点
から検討を行うことが，本授業の目的である。前期と同じく今の世の中に疑問を感じ，自らができることを探すことに熱意を
感じる学生の受講を歓迎する。

2. 授業の到達目標
①学生は，我々の精神や行為の社会・文化的側面について，具体例を挙げながら説明することができる。
②学生は，社会構成主義の理論的特徴について，具体例を挙げながら説明することができる。
③学生は，アジア近現代史，SDGs，知識と学問，民主主義のそれぞれの話題について，社会構成主義の観点から論ずるこ
とができる。

3. 成績評価の方法および基準
授業内でのプレゼンテーション　50%
最終レポート　40%
授業への貢献度　10%

4. 教科書・参考文献

5. 準備学修の内容
　本授業では受講生が複数回プレゼンテーションを担当する機会がある。他者に文献の内容が伝わるような，分かりやす
いプレゼンテーションとなるよう，資料を作成し，プレゼンテーションの練習をしておくこと。

6. その他履修上の注意事項
本授業は新原担当の前期「人間学基礎セミナーⅠ」を受講し，単位を取得した者のみ受講を認める。また本授業では、授
業初回から様々な課題に取り組んでもらうこととなる。そのため、第1回の授業に参加した学生以外は受講できないものと
する。
第14回終了後，オンライン授業として総括を行う。詳細については授業内で説明を行う。

7. 授業内容
【第１回】 アイスブレイク，グループ決定，課題図書決定
【第２回】 アジア近現代史（1）
【第３回】 アジア近現代史（2）
【第４回】 アジア近現代史（3）
【第５回】 SDGs（1）
【第６回】 SDGs（2）
【第７回】 SDGs（3）
【第８回】 知識と学問（1）
【第９回】 知識と学問（2）
【第10回】 知識と学問（3）
【第11回】 民主主義（1）
【第12回】 民主主義（2）
【第13回】 民主主義（3）
【第14回】 民主主義（4）
【第15回】 （オンライン）リフレクション


